「将来の安心のため今できること」

私は常々、保護者が求めるものを形にすることが法人の役割であると考えています。また、折に触れ職員にもそのように話しております。法人の基本理念においても「障がいのある人とその家族のライフステージのあらゆる場面で障害のある人を中心に支援を行います。」と謳っています。
そこで、「将来の安心のため今できること」という今回のテーマについては、まず、法人の職員としてというより一人の保護者としての想いや気持ちを書く方が適当だと考えました。

親としてまず考えなければならないことは、わが子に現在あるいは今後生きていくうえで必要なものの考え方を、本人の能力なども考え可能な限り教えることであると考えます。
次に、わが子が親亡き後においてもつつがなく生きていくことが出来るような、物心にわたる環境の整備だと思います。
それらの延長線上に、それらを実現するために法人が果たさなければならない役割が見えてくるものだと思います。

この様に考える背景には、親の高齢化に伴い日常生活の場面で親や本人に求められる種々の対応、本人の高齢化に伴う生活の場を巡っての調整、本人自身の高齢化やそれに伴う二次障害への対応、日中活動や住まいの形態の変化への対応、周囲の理解と支援の改善などの課題があるからです。

さて、自分がどれだけのことが、果たして出来ているのか、やってきたのかと問われれば、実に寒い思いがします。しかし、時間は刻々と過ぎ、私にとって残された時間もあとわずかとなりました。

漠然とした書き方になりますが、これらの課題に対して子が将来も社会と繋がっていくための道筋だけでも付けたいと思っています。繋がる先としては、親戚やご近所の方、就労先、福祉関係、病院等、その他本人が興味と関心を持っている場所などとなろうかと思います。

次に、親亡き後の事を考えるとき、住む所、働くところ（通う所）、余暇を過ごすところ、所得の保障、本人の成長を支える場が必須になります。そのような場を今、あるいは今から準備していく必要があると思います。あるいは、場でなくても利用が必要となる可能性があると思われる制度、例えば成年後見制度などを考えておく必要があると思います。
そして、親自身の生活が親亡き後の子の生活に支障をきたさないような対応を今から考えておく必要があると思います。そうは言っても今考えている親自身がこの世からいなくなることを前提とした事ですから、あまり考えたくない事ですから、なんとなく、時には自分自身に理屈をつけて先送りしています。

そこで、取り組み始める一つの方法として、同じ環境にいる他人様の振る舞いや行動を見る事が考えられます。そのためには、育成会で行われているいろんな会合やイベントに参加するのもよい方法だと思います。
また、全国手をつなぐ育成会連合会が発行している、元気の出る情報・交流誌「てをつなぐ」を購読するのも最も手短で早い方法だと思います。同誌は、福祉に関する記事が分かりやすくしかも最新の情報が満載です。同じ障がいのある子の保護者の記事も豊富です。私は15年前ぐらいからの同誌を保管していますが、時折、仕事の為にも個人的な関心からも過去の記事を見ますが、変わっていく福祉の変遷と変わらぬ親心が確認できます。

この原稿を書きながら、「将来の安心のため今できること」というタイトルに十分値する内容にはなっていないと思いつつ、それぞれの専門分野について専門家の皆様にお聞きして、あるいは習って、自分で出来る範囲の準備を少しづつしていく事に尽きるかなと思った次第です。
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